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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

委　員　長　石　川　眞　男
副委員長　笠　原　則　孝
委　　員　斉　藤　嘉　和
委　　員　筑井あけみ
委　　員　島　田　榮　一

今
回
は
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
、

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

の
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
へ
の
取
り
組

み
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

まとめ

鶴ヶ島市の担当者から
説明を聞く委員

ふ
る
さ
と
納
税
者

に
お
渡
し
し
て
い

る
玉
村
町
の
謝
礼

の
品
で
す
。（
金
額

に
よ
っ
て
内
容
が

違
い
ま
す
）

● 「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
任
意
の
地
方
自
治
体
に
寄
附

す
る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
し
た
額
の
ほ
ぼ
全
額
（
た
だ

し
、
一
定
の
制
限
や
限
度
が
あ
り
ま
す
）
が
税
額
控
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。
税
金
は
、
自
分
の
住
む
町
に
納
め

る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
は
一
昔
前
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
の
創
設
で
、
状
況
は
大
分
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
寄
附
者
に
と
っ
て
は
、
納
税
を
振
り
替
え
る
こ
と
で
、

特
定
の
自
治
体
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
も
、特
産
品
を
自
治
体
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
で
き
、
商
店
会
の
活
性

化
や
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
者
に
と
っ
て
も
、
地
元
企

業
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
。

　

玉
村
町
も
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
物
な
ど
の
宣
伝
を
踏
ま
え
て
対

応
し
て
い
く
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
本

来
な
ら
ば
居
住
自
治
体
へ
納
税
す
べ
き

税
金
を
寄
附
と
い
う
形
で
獲
得
す
る
こ

の
制
度
に
対
し
、
記
念
品
目
当
て
の
過

剰
な
税
金
獲
得
競
争
の
弊
害
を
見
据
え

た
対
応
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
税

額
控
除
を
適
用
し
な
い
本
来
の
寄
附
を

納
税
者
に
意
識
づ
け
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
ま
す
。

● 

鶴
ヶ
島
市
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

　

鶴
ヶ
島
市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、
市
に
寄
附

を
行
っ
た
市
外
在
住
者
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
事
業

を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
・
ね
ら
い

が
あ
り
ま
す
。

①
記
念
品
を
通
じ
て
、
地
元
企
業
等
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

で
き
る

②
税
金
（
寄
附
金
）
を
み
ず
か
ら
の
創
意
工
夫
で
獲
得
で
き
る

③
結
果
と
し
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る

　
鶴
ヶ
島
市
で
は
、記
念
品
を
30
品
目
用
意
（
14
社
参
加
）
し
、

寄
附
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
事
業
を
創
設
し
た
昨
年
10
月
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
、
１
億
１
８
２
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

埼玉県埼玉県

鶴ヶ島市鶴ヶ島市

「ふるさと納税」の先進地、埼玉県鶴ヶ島市を視察

過剰な税金獲得競争の弊害を見据えた対応が必要
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群馬県群馬県
玉村町玉村町

今
回
は

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

工
事
も
最
終
段
階
に

入
っ
た
「
道
の
駅
玉

村
宿
」
を
調
査
し

ま
し
た
。

施
設
内
は
、
直
売
所
や
食
堂
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
、
情
報
発
信
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

まとめ

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

　
当
初
は
、
４
月
末
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
た

「
道
の
駅
玉
村
宿
」。
関
係
機
関
と
の
協
議
や
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
、
周
辺
環
境
整
備
を
含
め
た

追
加
工
事
が
ふ
え
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
５
月
31
日
オ
ー

プ
ン
を
目
標
と
し
て
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
や
、
東
毛
広
域
幹
線
道
路
を
往
来
す
る
人
た
ち
の

憩
い
の
場
・
交
流
の
場
と
な
り
、
多
く
の
利
用
者
で
に
ぎ

わ
う
町
の
玄
関
口
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
有
効
交
流
都
市
と
な
っ
て
い
る
長
野
県

の
山
ノ
内
町
や
群
馬
県
昭
和
村
、
茨
城
県
茨
城
町
の
農
産

物
販
売
や
交
流
に
も
力
を
入
れ
、
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

● 

季
節
に
合
っ
た

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

四
季
折
々
の
物
産
展
や
、
玉
村
カ

レ
ー
大
試
食
会
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
で

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
で
、
随
時
参
加
者
を
募
集
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
屋
外
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
際
に
は
、
道
の
駅
本
体

棟
が
あ
る
敷
地
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
、

駐
車
場
は
東
側
駐
車
場
を
活
用
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
流
れ

　
「
道
の
駅
玉
村
宿
」
は
、
玉
村
町
の
情
報
発
信
・
防
災
拠

点
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で

す
。
平
成
26
年
度
は
、
道
の
駅
本
体
棟
・
ト
イ
レ
棟
の
建
設

工
事
、
パ
ー
キ
ン
グ
工
事
、
交
差
点
改
良
工
事
な
ど
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
工
事
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
は
、「
物
販
直
売
所
」、「
休
憩
所
・
食
堂
」、「
厨

房
」、「
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
」、「
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
」、「
加
工・

交
流
教
室
」
な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
運
営
は
、
公
益
財

団
法
人　
玉
村
町
農
業
公
社
へ
委
託
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、

10
人
を
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
。
農
産
物
の
出
荷
者
募
集
は
、

今
後
も
随
時
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

委　員　長　備前島久仁子
副委員長　町　田　宗　宏
委　　員　石　内　國　雄
　　　　　髙　橋　茂　樹
　　　　　川　端　宏　和

経済建設常任委員会
を傍聴して

　委員会は、当局と議員が筋書きのない意見をぶ
つけ合い、非常に意義あるものに感じました。議員
さんも当局をいじめるのではなく、町民が納得できる、
また先を見据えた建設的な意見を発し、これこそ議会で
あると感じました。
　ただ、傍聴人には委員会に付託されている資料もな
く、何を質問しているのかわからないことも多かっ
たため、記者発表のように先に概略でもインター
ネットで流してもらえれば、討論がよりわか
りやすくなるのではと感じました。

中條　義則さん（八幡原）

「道の駅玉村宿」　５月31日オープン

情報発信やイベント企画も満載！人々に愛される憩いの場に

経 済 建 設 常任委員会




